







Construction of the System for the In-service Training to Promote Early-Career Teachers’ Growth



















































































2. 1.  学校の概要について
　藤並小学校は、有田川中流に位置し、近くには特急












































































　第 3 点に、実施時期に目処を持たせるため、月 1 回
程度の実施を計画した。ただ、1 学期前半は学級づく
りや運動会等の行事があり、3 学期後半は学習内容的




































2. 2.  実践内容
2. 2. 1.  一年目の実践
　一年目は、上述の 5 つの留意点を探りつつスタート
した。藤並小学校には、若手教員は多数いたが、初任
者 1 名を含む主要メンバーとなる 3 名の教員を決めて
進めていった。コーディネーターとなる A 教諭（10




























































ろう。C 教諭には B 教諭との研修を重ねることでこ
の課題を認識させたいと考えた。









　第 2 回～第 6 回校内研修は、B 教諭と C 教諭の 2
人が交代で算数を中心にした授業を行い、互いにその
授業を参観し、協議することとした。主要メンバーの、
































1 学期の 2 人の授業ビデオを見て、
2 学期に向けた授業改善の確認
２
9/27 B 教諭 算数科「整数」の授業参観とカン
ファレンス
３
10/18 C 教諭 算数科「比例と半比例」の授業参
観とカンファレンス
４
11/1 B 教諭 算数科「面積」の授業参観とカン
ファレンス
５
12/6 C 教諭 算数科「変わり方を調べて」の授
業参観とカンファレンス
６




























































ある、初任者の E 教諭、講師の F と G が参観授業を

















































































































































































































4. 1.  同僚性の構築
　若手の教員は、同僚の先生から教育についての様々
なアドバイスをもらうことにためらいがちである。本
研修のような若手教員対象の校内研修をすることで、
他の教員から授業に関するアドバイスをもらうきっか
けとなりやすい。もちろん若手教員以外の教員の方か
らも、この校内研修が認知されれば、声かけもしやす
いだろう。実際、部分的でも参観してくれる同学年の
同僚教員も少なくなく、カンファレンスに参加できな
くても、授業した若手に声をかけてアドバイスしてく
れることも増えた。また、2 年目の体制でも、コーディ
ネーター教員の A 教諭に事前に指導を受けて、意識
した参観授業をした E 教諭のような例もあった。こ
のように、校内研修をきっかけとして、授業づくりに
関するコミュニケーションの機会を増やすことがで
き、そのことが同僚性を深めることにつながることが、
今回の研究の中でも見受けられた。
　校内にこのような雰囲気が作られたのは、第一に管
理職の理解が大きい。校長や教頭によって、会議より
もカンファレンスを優先してもよいという体制を作
り、教職員間に周知しておいたことが、この校内研修
の土台となっている。周囲の教職員の理解がなければ、
若手教員が研修を優先することは現実的に難しい。
　第二に、コーディネーター教員の A 教諭による働
きかけがあったことが指摘できる。参観授業を実施す
る際に、同学年の教員らに声をかけ、部分的でも授業
を見てやってほしいと働きかけたことで、参観者が増
え、若手教員への助言も増えたと言える。A 教諭の
働きかけによって、校内での研修への認知も広まるこ
とにつながってもいる。そのことは結果的に同僚性を
強め、若手教員の成長を促すコミュニケーションが増
えることにつながったと言える。
5.  おわりに
　藤並小学校における本研修は、外部支援者としての
大学教員が密接に関わることで、校内研修の充実と
その発達を実現した好事例であると言えよう。島田
（2019）でも指摘されるように、外部支援者である第
一著者は、研修体制を整備し、大学院生を参観させる
若手教員育成に向けた校内研修体制の構築
84
ことによって活性化を図る等、校内研修の発達の「鍵」
となる働きを行っている。実際、外部支援者が定期的
に学校に来ることは、校内への研修の周知や若手教員
の参観授業への動機づけ、中堅教員の成長といったこ
とが見られたことの大きな要因であろう。
　しかし、今後はこの校内研修をどのように体制を変
化しつつ継続させていくのかは難しい課題でもある。
今後、若手教員がどれくらい増えるのか、あるいは中
堅教員や管理職の異動があるか等、体制が変化すれば
校内研修のシステムを再考する必要が生じる。特に、
このシステムを構築する契機をつくったのは学校長で
あり、学校内での研修体制を構築するのに管理職によ
るリーダーシップが重要なポイントであることは明ら
かである。同僚性の構築という視点から見ても、この
学校では校長の働きかけから、若手教員の育成のた
めの核となるシステム構築につながり、「教職員の学
習と職能成長を不断に促進する探究のためのコミュニ
ティ」（木原他 2013）、すなわち専門的な学習共同体
を形成していると言える。
　また、外部支援者が常に協力し続けることが可能か
どうかも、システム維持には関わってくる。例えば、
参観した現職院生からは、自校の現状を踏まえると藤
並小学校のように、外部からの指導者（大学教員等）
を受け入れて実施することは難しいという意見があっ
た。あるいは、別の院生からも、以前は定期的に外部
支援者が校内研修に関わるシステムがあったが、その
システムが継続できなくなった後、校内研修の質が維
持でてきているか不安だという意見も聞けた。
　外部支援者を核として構築された校内研修体制を、
次年度以降の変化に合わせてどのように維持・継続し
ていくのかについては、今後検討していくべき課題で
もある。
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